
2024 年 5 月 1 日 

当院アンチエイジング外来を受診された患者様へ 
 

「糖尿病を有しているフレイル症例の特徴および血糖マネジメントとの関連 

~外来初回評価における Pilot-study~」における研究協力のお願い 

 

 リハビリテーション技術部では、過去または現在に下記のような治療を受けた患者様の試料・情報を

用いた研究を行います。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

① 研究の対象 

 中部国際医療センターで基本チェックリスト(25 項目)にて 4 項目以上該当しフレイル・プレフレイ

ルと判定されアンチエイジング外来に通院されている方のうち糖尿病を有している患者様。 

② 研究の期間 

  2022 年 1 月１日～2024 年 1 月 31 日 

③ 研究の目的・方法 

当院ではアンチエイジング外来として、基本チェックリスト(25 項目)にて 4 項目以上該当しフレイ

ル・プレフレイルと判定され、希望があった患者様に対し月１回、医師、保健師、管理栄養士、理学

療法士による包括的なフォローをさせて頂いております。2022 年 1 月～2024 年 1 月にアンチエイジ

ング外来に通院されている方のうち糖尿病を有している患者様を対象とします。なお、本研発に使用

するデータに管理については、当院の倫理規定に準じて行い、全て匿名化された既存データのみを使

用して調査を行い、個人が特定されることはありません。研究方法としては、外来初回実施時におけ

る基本属性、運動機能評価を抽出し、糖尿病患者様におけるフレイルに影響を与える因子を明らかに

することにより、フレイルと糖尿病の関連性に関する知見の深化と、フレイル予防及び管理における

新たなアプローチの提示に寄与する点にあります。この研究によって、糖尿病患者のフレイル予防と

健康寿命の延伸に向けた臨床的介入の基礎が築かれることが期待されます。 
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研究への参加辞退をご希望される方へ 

 本研究に関して新たに患者様に行って頂くことはありません。また、ご自身に新たに費用が発生する

こともありません。本研究に関する質問等がありましたら、以下の連絡先までお問い合わせください。 

 また、試料・情報が当該研究に用いられることについて了承いただけない場合には、研究の対象といた

しませんので、以下の連絡先まで申し出ていただけますようお願いします。なお、本研究は中部国際医療

センター医学研究等倫理委員会の承認を得ております。また、この研究の参加をお断りになった場合に

も、将来にわたって当病院における診療・治療において不利益をこうむることはありません。 

 

研究から生じる知的財産権の帰属と利益相反 

 研究者及び研究施設に帰属し、研究対象者には生じません。研究の結果の解釈に影響を及ぼすような

「起こりうる利益相反」は存在しません。 

 

連絡先 

 中部国際医療センター リハビリテーション技術部 リハビリテーションセンター 

 電話番号 0574-66-1100（内線 3300）  

責任者氏名：荘加 克磨 

 

 


